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８月11日 ㊎
1 5：0 0

神々への響き　第24回富岡八幡宮太鼓の宴
ジャズ演奏 ザ･ドリーム･スクエア･ジャズ･オーケストラ

1 6：3 0

令和５年

行 事 日 程

献花　江東区茶華道会献句　秉燭会
献花　江東区茶華道会

８月12日 ㊏
　　8：0 0 神幸祭（鳳輦渡御）

　1 9：3 0 太鼓　葵太鼓

８月14日 ㊊

琴・三味線演奏　生田流牡丹会1 5：3 0

1 1：0 0 崇敬会員参拝
1 4：0 0 歌謡　りんともシスターズ

9：0 0 朝御饌祭

８月15日 ㊋
1 1：0 0 例祭祭典
1 8：0 0 琴演奏　山木千賀
1 8：0 0 お茶会　江東区茶華道会
2 0：0 0 ガムラン演奏と舞踊　深川バロン倶楽部

能舞台　深川能舞台1 7：0 0

おどり　細川民族舞踊研究会1 9：0 0

８月13日 ㊐

1 4：0 0 歌謡 　山西アカリ
1 5：3 0 少林寺拳法　深川道院

9：0 0 朝御饌祭
7：3 0 各町神輿連合渡御

奉納剣道大会　江東区剣道連盟    （9月10日予定）

1 8：0 0 神楽　石見神楽

　1 7：3 0 太鼓と舞　深川祭人

富岡八幡宮例大祭
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豊
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春
海
大
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月島四丁目
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お台場海浜公園

港　　区

江　東　区

青海一丁目

青海二丁目

有明三丁目

有明四丁目

東雲二丁目

東雲一丁目

辰巳一丁目
辰巳二丁目

辰巳三丁目
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新木場二丁目

夢 の 島 公 園

東　京　港
東　　京　　湾

有明二丁目

有明一丁目

台場一丁目
有明テニス

の森公園

令和５年８月12日（土） 富岡八幡宮神幸祭鳳輦渡御順路

鳳輦渡御予定時刻
神社御発輦　　　　午前　8：00

神社御着輦　　　　午後　4：00
お　神　酒　所　印
神楽舞奉奏時間　印①～⑫

①豊洲４丁目　　　午前　8：30
②台　　　場　　　午前　9：05
③牡丹２・３丁目　午前10：10
④東陽１丁目　　　午前11：00
⑤石　　　島　　　午前11：30
⑥富岡１丁目　　　午前12：00
⑦福住１丁目　　　午後　1：55
⑧三好・白河１丁目　午後　2：10
⑨白河３丁目　　　午後　2：20
⑩清澄２丁目　　　午後　2：50
⑪箱　崎　町　　　午後　3：10
⑫新川２丁目　　　午後　3：30

鳳輦祭・昼休憩　　午前12：00
（富岡八幡宮）　　　～午後　1：30

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、  同院発行の2万5千分の１地形図を使用した。（承認番号　測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R4JHs 53-GISMAP56921号）」
「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、  同院発行の数値地図（国土基本情報）電子国土基本図（地図情報）、  数値地図（国土基本情報）電子国土基本図（地名情報）及び基盤地図情報を使用した。（承認番号　測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R4JHs 53-GISMAP56921号）」
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二
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　東
陽
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二
十
五
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陽
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二
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三
十
二
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　新
川
一
西

三
十
三
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　新
川
越
二

三
十
四
番

　新
川
一
南

三
十
五
番

　新
川
霊
一

三
十
六
番

　新
川
一
北

四
十
三
番

　下
木
場

四
十
四
番

　深
川
二
南

四
十
五
番

　深
川
二
北

四
十
六
番

　深
川
一

四
十
七
番

　冬
　
木

五
十
三
番

　古
石
場
東

五
十
四
番

　琴
　
平

五
十
五
番

　深
　
濱

早
朝
よ
り
各
町
の
神
輿
五
十
三
基
が

永
代
通
り
に
集
結
。「
ド
ン
ド
ン
」

出
発
の
花
火
が
鳴
り
響
く
と
、
い
よ

い
よ
連
合
渡
御
の
始
ま
り
。

❶こ
こ
で
三
十
分
の
休
憩
に
入
り
ま

す
。
お
に
ぎ
り
や
飲
物
を
用
意
し
た

給
与
班
が
大
活
躍
。
狭
い
通
り
は
熱

気
で
ム
ン
ム
ン
。

❸清
澄
通
り
か
ら
清
洲
橋
通
り
へ
、
清

澄
交
差
点
で
は
差
し
上
げ
、
舞
い
上

げ
と
い
っ
た
技
が
み
ら
れ
ま
す
。
清

洲
橋
を
差
し
て
渡
る
神
輿
も
見
も

の
。 ❹ 木

場
か
ら
大
門
通
り
を
北
へ
、
各
町

内
の
御
神
酒
所
前
は
よ
り
一
層
盛
り

上
が
り
ま
す

❷

❷永代通り〜大門通り
　先　8：00
　尾　9：30

❸江戸資料館通り
　先　 9：00
　尾　10：30

❹清洲橋通り
　先　9：30

❶八幡宮前出発
　先　7：30
　尾　9：00
❽八幡宮前到着
　先　13：00
　尾　15：30

◀◀◀◀
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番
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三
十
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番

　箱
　
崎

三
十
八
番

　新
川
一
東

三
十
九
番

　新
川
越
一

四
十
番
　中
木
場

四
十
一
番

　木
場
五

四
十
八
番

　牡
丹
一

四
十
九
番

　牡
丹
二
三

五
十
番
　古
石
場
西

五
十
一
番

　越
中
島

五
十
二
番

　古
石
場
二

神輿連合渡御順路図
令和5年8月13日（日）

❺新川（昼食）
　先　10：30
　尾　12：00

❻新川出発
　　12：00

❼永代通り

約
八
キ
ロ
の
渡
御
を
終
え
、
八
幡
宮

前
に
到
着
。
最
後
の
手
締
め
で
、
三

年
に
一
度
の
連
合
渡
御
は
大
き
な
余

韻
を
残
し
つ
つ
お
開
き
に
な
り
ま

す
。 ❽ 祭

り
は
い
よ
い
よ
最
高
潮
。
永
代
橋

を
過
ぎ
最
初
の
見
せ
場
は
佐
賀
町
名

物
の
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
豪
快
な
水
掛

け
。
永
代
出
張
所
前
で
は
消
防
団
よ

る
滝
の
よ
う
な
放
水
。
不
動
堂
前
で

は
宮
元
の
ト
ラ
ッ
ク
水
掛
け
が
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。

❼

◀ ◀

昼
食
を
終
え
て
出
発
で
す
。
こ
こ
か

ら
は
木
遣
り
、
手
古
舞
が
つ
き
神
輿

渡
御
を
先
導
し
ま
す
。
永
代
橋
は
午

後
最
初
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

❻ 午
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
向
け
て

腹
ご
し
ら
え
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
担

ぎ
手
達
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

❺

◀

●●●●●●　休憩所
▷▷▷▷▷▷　神輿集合場所
※なお、当日は神輿の渡御により交通規制が敷かれま
すのでご注意ください。

※時刻は前後することがありますのでご注意ください。



実
は
江
戸
時
代
の
八
幡
祭
り
は

十
五
夜
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
ん
だ
。

そ
ん
な
歴
史
に
ち
な
ん
で

十
五
夜
を
含
ん
だ
数
日
間
境
内
で

中
秋
祭
を
行
う
よ
。

期
間
中
は
巫
女
さ
ん
の

舞
や
様
々
な
催
し
物
を

行
う
か
ら
楽
し
み
に
し
て
て
ね
。

（
本
誌
裏
表
紙
参
照
）

こ
れ
は
僕
も
知
っ
て
い
る
よ
！

五
十
以
上
の
町
の
お
神
輿
が

勢
揃
い
す
る
ん
だ
よ
ね
！

深
川
の
お
神
輿
は

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

担
ぎ
手
に
水
を
か
け
る
水
掛
け
も
見
ど
こ
ろ
だ
よ
。

お
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
は
、

何
と
言
っ
て
も

例
祭
と
い
う
祭
典
だ
ね
。

八
幡
さ
ま
に
毎
日
の
お
守
り
を

感
謝
し
て
、
お
い
し
い
食
べ
物
を

お
供
え
し
た
り
、
巫
女
さ
ん
が
舞
を

舞
っ
た
り
す
る
ん
だ
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、

一
番
大
事
な
行
事
だ
よ
。

た
だ
今

神
道

勉
強
中

神代巫女
の

神代巫女
のかみしろ

みこ

深
川
八
幡
ま
つ
り
っ
て

富
岡
八
幡
宮
の

お
ま
つ
り
な
の
?

そ
う
!

富
岡
八
幡
宮
は

江
戸
時
代
の

は
じ
め
に
建
て
ら
れ
た

神
社
で
、
八
幡
さ
ま
と
い
う

神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
よ
。

そ
の
年
に
一
回
の
特
別
な
日
が
、

夏
の
お
ま
つ
り
な
の
!

12　12　
三
年
に
一
度
の

本
祭
り
で
は
、
八
幡
さ
ま
が

み
ん
な
の
町
に
出
掛
け
る
ん
だ
よ
!

神
幸
祭
と
い
っ
て
、
そ
の
時
八
幡
さ
ま
が
乗
る

乗
り
物
が
、
こ
の
鳳
輦
!

神
主
さ
ん
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
人
が

お
供
を
す
る
ん
だ

日

15　15　日

13　13　日

お
祭
り
編

ふ
か
が
わ
は
ち
ま
ん

し
ん
こ
う
さ
い

ほ
う
れ
ん

れ
い
さ
い

そ
な

み

　こ

み

こ
し

み
ず
か

と
み
お
か
は
ち
ま
ん
ぐ
う
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写
真
で
振
り
返
る

　八
幡
祭
り
の
歩み

御本社神輿の渡御と町神輿の連合渡御が行われました。町神
輿は大神輿42基、小神輿12基、獅子 3基、花車 5本が出され、
それまで山車中心だった江戸の祭りが町神輿中心へ転換する
きっかけを築きました。

明治42年

参
道
に
は
御
本
社
神
輿
の
御
仮
屋

各町の山車の番付

三基の御本社神輿

江戸時代は三基の御本社神輿と町々の山車を中心とした渡御が
行われていました。

江戸時代
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関東大震災で焼失した御本社神輿
に代わって御鳳輦が新調され、御
鳳輦の渡御と町神輿の連合渡御と
いう現在の形が整いました。

大人神輿総勢50基、50万人の人出
で賑わいました。

8月12日に上皇上皇后両陛下がご参拝、東京大空襲被災者とご懇談の後、連合
渡御をご覧になられました。東日本大震災復興を掲げて行われ岩手県平泉市の
神輿を含む55基の町神輿が渡御しました。

昭和 5年

昭和55年

平成24年

こ
の
年
御
社
殿
が
復
興

日
本
一
の
深
濱
神
輿

新
調
さ
れ
た
御
鳳
輦

左
手
に
富
士
塚




